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論　　文　　の　　要　　旨
　近年，無限次元空間上の解析学の展開の必要性が認識され，いくつかの重要な研究がなされている。
その際の大きな障害の1つは，有隈次元の場合と異なって，平行移動に関して不変な測度が存在しな
いことにより生ずる規範的な積分論の欠除である。ところで確率過程とは，軌道を関数とみなせば，
本質的に無限次元の関数空聞上に確率という測度を導入したものである。その意味でも，確率過程の
研究は，無限次元空聞上の微積分学の具体的な内容をもった展開といえよう。特にマリアヴァン等に
よる画期的な解析法の開発は，まさに無限次元空問上の微積分学としての確率解析学の発展を爆発的
に促した。そこで中心的な役割を果たすのは，ブラウン運動を軸とする正規確率過程であり，正規確
率測度による微積分論がその解析のべ一スとなる。道工氏の学位申請論文の題目にあるホワイトノイ
ズ解析とは，数学的には上記のそれと同一対象を扱っているといってよいが，ホワイトノイズに新た
な照明をあて，厳密かつ深い洞察の下で，ホワイトノイズを基本的な要素とする無隈次元空聞上の微
積分学の展開を図ろうとする新理論である。この理論はまだ発展途上であって，既存のものに単なる
新しい衣裳を着せただけのものなのか，数学に本質的な新しい寄与をするものなのかは，いまだ評価
のわかれるところである。道工氏の論文は，この新展開のグループの一員として，その有効性を示し
た労作である。その主テーマは，有限次元空間上の解析学の金字塔の1つともいえるド。ラーム＝ホッ
ジ＝小平理論を，ホワイトノイズ解析を用いて無限次元空間上のものへと拡張しようとする試みであ
る。拡張といっても，無限次元空聞の場合は，微分だけとっても有限次元の場合のように“自然に”
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一意的にきまるわけでなく，ラプラシアンに担当するものをどのように定式化するかだけでも1つの
大きな問題である。道工氏により提唱された上記理論の拡張は，他の試みによるものよりすぐれた点
をいくつかもっている。さらに，これらの成果を通じて，量子力学の数学理論に関連したフォック空
問を構成し，そこでのディラック作用素の解析を試みており，また無限次元フーリェ解析の試みとし
て，無限次元熱方程式の解の構成について論じている。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文の内容の特色は，論文の要旨で述べてあるように，確立された分野の未解決の問題の解答を
与えたものではなくて，現在進行中のホワイトノイズ解析を用いて，新たな問題の設定及びそれを通
じて必要となる概念の定式化にあると考えられる。それらの問題，定式化等は，既存のものの類似を
たどっているとはいえ，その研究を通じて無限次元空聞特有の困難さと興味深い面があらわにされて
いる。道工氏の試みは，その分野の研究を志すならば，直面せねばならぬ重要な事柄に関して多大の
示唆を与えるものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一520一
